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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

平成24年２月27日に提出いたしました第62期第３四半期報告書の訂正報告書の記載事項の一部に記載誤

りがありましたので、これを訂正するため四半期報告書の訂正報告書の訂正報告書を提出するものであり

ます。

　

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

　第２　事業の状況

　　　３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　
第一部 【企業情報】

第２ 【事業の状況】

（訂正前）

３ [財政状態、経営成績の状況の分析]

＜省略＞

(5) 重要事象等を解消するための対応策について

当社グループは前事業年度において３期連続して営業損失となっており継続企業の前提に関する重要

な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在している。

　しかしながら、当社グループは既存事業における収益性の向上施策や新規市場開拓に取り組み、当第３

四半期連結累計期間においては営業利益、経常利益、四半期純利益を計上しており、徐々に改善が進んで

いる。また、十分な資金を確保していることから、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められな

いものと判断している。

　
（訂正後）

３ [財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析]

＜省略＞

(5) 重要事象等を解消するための対応策について

当社は前事業年度において３期連続して営業損失となっており継続企業の前提に関する重要な疑義を

生じさせるような事象又は状況が存在している。

　しかしながら、当社は既存事業における収益性の向上施策や新規市場開拓に取り組み、当第３四半期連

結累計期間においては営業利益、経常利益、四半期純利益を計上しており、徐々に改善が進んでいる。ま

た、十分な資金を確保していることから、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないものと

判断している。
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